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Start No. Start No.

12 1 ✔ 2

✔ 3 ✔ 4

✔ 4 7 7

✔ 6 7 8

5 7 ✔ 10

5 8 5 11

✔ 11 ✔ 12

✔ 12 12 15

✔ 13 ✔ 17

✔ 14 ✔ 18

9 15 ✔ 19

✔ 16 ✔ 20

✔ 17 7 21

✔ 18 ✔ 24

✔ 19 8 25

10 20 ✔ 26

5 22 ✔ 30

36 23 31

Country Min Action Country Min Action

JPN 3 FG CAN 50 FG

CAN 12 FG

JPN 15 FG

JPN 39 FG

JPN 41 FG

4 1

記載責任者：　長岡　俊輔

（前半）
このトーナメントもこの試合で最後。全員で5位を勝ち取ると、意思統一して臨んだ。
開始直ぐの3分、自陣でカットしたボールを#12坪内に当て、ダイレクトで縦に弾いたボールに#18福代が抜け出し、GKと1対1に。#18福代は
GKをよく見て、確実にゴールへ流し込み、先取点を挙げる。しかし12分、カナダもセンターリングをGK前でタッチし同点とする。それでも日
本は、25Y外からの打込みに#11川上啓が上手く合わせ、すぐにリードを奪う。その後、カナダが流れを掴むが、得点を挙げる事が出来ず
に前半が終了する。
（後半）
日本は開始直後にPCを取る。#14長澤がフリックを打つが、4番騎の好セーブに合い追加点にはならない。しかし、39分に#11川上、#18福
代と繋ぎ最後は#12坪内が合わせ、3-1とする。2分後には、相手自陣でのパスをカットした#12坪内が#17橘へと繋ぐ。GKのスライディング
をよく見た#17橘は、リバースで上手く浮かせて4-1とカナダを突き放す。カナダも粘り強く攻撃をし続ける。50分には2対1で日本の守備を
崩され、サークルトップからのシュートを決められてしまう。その後両チームともPCを取るが、互いに失敗する。残り時間を上手く使いなが
ら、試合をコントロールしようとする日本。なんとか点を返したいカナダではあったが、日本の運動量を生かした堅い守備に得点を挙げる
事は出来なかった。この結果、日本の最終順位は5位で、この大会を終了した。
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坪内　一浩

橘　敏郎

JAMESON David

川上　啓

Name Score Name Score

福代　勇太 PEARSON Mark

監督 長岡　俊輔 監督 PLOTTEL Celia

UMPIRE CONN Geoff (IRL) UMPIRE GOMEZ Fernando (ARG)

森嶋　彬 (GK) KINDLER Antoni (GK)

コーチ 姜　建旭 コーチ ANTHONY Farry

川上　良平 GUEST Matt

井島　光希 CARTER David (gk)

福代　勇太 SINGH Sukhwinder

高瀬　克也 （GK） STEWART Hudson

畠山　学 HO-GARCIA Gabriel 53'Y

橘　敏郎 BARBER Brandon

長澤　克好 WHARTON Paul

柴田　良 PEARSON Mark

坪内　一浩 CURRAN Spencer

山下　学 BISSETT Stephen

塩川　直人 GILL Jagdish

川上　啓 （C） JAMESON David

河内　伸仁 BISSETT Matthew

猿養　諭 PEREIRA Keegan 40'Y

粥川　幸司 TUPPER Scott（C）

小野　知則 HILDRETH Richard

Name Card Name Card

小澤　和幸 MARTIN Benjamin

日本 Full Time - カナダ

JAPAN Half Time - CANADA

試    合 5位6位決定戦 通算結果 日本3勝1分け2敗

Country RESULT Country

男子ホッケー　チャンピオンズチャレンジⅠ
大会名 CHAMPIONS CHALLENGE Ⅰ 日    付 2011年12月2日11:00

場　　所 Quilmes,Argentina 天      候 晴れ


